
【提出先】国際ロータリー第 2640 地区 ガバナー事務所  2011 年２月 8 日（火）締切 

     FAX：072-224-2650  E-Mail：info@rid2640yoneda-g.org  

セッション 6 
2010JA/P2S6 

ロータリークラブ 評価表 
クラブについて  1~41まで 

  評価：はい―Ａ いいえ―Ｂ わからない―Ｃ 

1． 私の所属するクラブはクラブリーダーシッププランを導入している                

2． 各会員の閲覧が可能な細則がある                               

3． クラブ理事会のメンバーは定期的に会議を開いている                      

4． クラブは短期・長期の活動計画を行っている                          

5． クラブはメールアドレスを持っている、又は最新の情報を載せたウェブサイト持っている 

                                                                                          

6． 役員・会員・委員会・委員長の名簿がある                           

7． 欠席の続いている会員や病気の会員に積極的に連絡を取っている                 

8． 過去3年の間にRI会長賞を受賞した                               

9． 会員が承認した年間予算がある                                

10． 最低年1回は収入支出に関する報告書を受け取っている                      

 

評価：良い／はい―Ａ  中位―Ｂ  悪い／いいえ／わからない―Ｃ 

11． クラブ例会の開催場所や開催地域は                               

12． 例会中に出される食事は                                    

13． 通常の例会のスピーカーやプログラムの質は                           

14． 例会は定刻に始まり、定刻に終わり、例会プログラムの使用は                   

15． 理事会はクラブに対し理事会報告をしている                           

16． 会員に対する重要なロータリーの情報伝達は                           

17． 会員のクラブ負担金の支払いは                                 

18． 地区や国際ロータリーの負担金払いは                              

19． クラブ会報の情報とその内容は                                 

20． 定期的な会合や、理事会あるいは会員への報告に関するクラブ委員会システムの運用は     

21． 地区協議会、地区大会、国際大会や特別な会議についてのクラブのプロモーションは       

22． RIテーマやRI会長のメッセージと強調事項のクラブでの活用は                    
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23． 来訪ロータリアンに対する挨拶やもてなしは                         

24． 例会時のゲスト紹介は                                    

25． クラブ協議会での情報と話題の質は                              

26． 地区ガバナーの公式訪問時のクラブの待遇と歓迎は                      

27． クラブ内でのロータリー精神や友愛の程度は                          

28． 会員は毎週異なるテーブルに座る                               

29． 会員の特別なイベントや誕生日に関するクラブの配慮は                     

 

当てはまるものに、○をしてください： 

30． 私たちのクラブはスピーカー（卓話者）を毎週(Ａ)、毎月(Ｂ)、時 (々Ｃ)、迎えている 

31． クラブ会報は毎週(Ａ)、毎月(Ｂ)、時 (々Ｃ)、発行している 

32． クラブ協議会を毎月(Ａ)、年に４回(Ｂ)、時 (々Ｃ)、開催している 

33． 国際ロータリーの“出席”に関する規定を常に(Ａ)、毎月(Ｂ)、時 (々Ｃ)、守り、実施している 

34． 会員は欠席に対するメークアップを常に(Ａ)、たいてい(Ｂ)、時折(Ｃ)、実施している 

35． クラブは出席率100％の会員に対する表彰を規則的に(Ａ)、時折(Ｂ)、たまに(Ｃ)、行っている 

36． 私のクラブは地区ガバナーの候補者を過去１~１０年の間に(Ａ)、１１~１５年の間に(Ｂ)、          

知らない(Ｃ)、輩出している 

37． 私のクラブはガバナー補佐を過去１~１０年の間に(Ａ)、一度もなし(Ｂ)、知らない(Ｃ)、輩出    

している 

38． 前回の国際大会に私のクラブから次の会員が出席した。５名以上(Ａ)、数名(Ｂ)、知らない(Ｃ) 

39． 前回の地区大会に私のクラブから次の会員が出席した。１０名以上(Ａ)、数名(Ｂ)、０名(Ｃ) 

40． 直近の地区協議会に私のクラブから次の会員が出席した。５名以上(Ａ)、数名(Ｂ)、知らない(Ｃ) 

41． 会長エレクトはPETSにいつも(Ａ)、時 (々Ｂ)、知らない(Ｃ)、出席している 

 

会員について  1～24まで 

当てはまるものに、○をしてください： 

1． 例会の月平均出席率は80％以上(Ａ)、60％以上(Ｂ)、知らない(Ｃ)                    

2． 会員の平均年齢は51-60歳(Ａ)、61-70歳(Ｂ)、71歳以上(Ｃ) 

3． 昨年の会員数は―増加した(Ａ)、同じ(Ｂ)、減少した(Ｃ) 
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4． 今年の会員数の見込みは―増加する(Ａ)、同じ(Ｂ)、減少する(Ｃ) 

5． 新クラブ設立の支援を過去に(Ａ)、知る限りない(Ｂ)、知らない(Ｃ)、行った 

6． 新会員がクラブで活動し易いようにいつも(Ａ)、時 (々Ｂ)、一度もなし(Ｃ)、支援している 

7． クラブは会員候補者を発掘するためにしばしば(Ａ)、たまに(Ｂ)、一度もなし(Ｃ)、茶話会や   

飲み会などの特別な親睦会を行っている 

 

評価：はい―（Ａ） いいえ―（Ｂ） わからない―（Ｃ） 

8． クラブに対して定期的に報告を行う会員増強委員長がいる                 

9． クラブは会員の職業分類制度を利用している                       

10． クラブは達成可能な無理のない会員増強の目標を毎年定めている               

11． クラブは“指導”プログラムを利用している(新会員に対して教育役をつけている)        

12． 新会員用の入門パッケージがある                            

13． 新会員が歓迎されたと感じるクラブ特有のプログラム(歓迎会など)がある               

14． 新会員のためのオリエンテーション会合を行う                      

15． クラブは退会する会員に対し“インタビュー”を行って理由を聞いている           

16． クラブは通常新会員に対し友人などをロータリークラブに紹介してもらうよう依頼している 
                                                         

17． 会員でない人をクラブに招き、ロータリーについての情報を提供している           

 

評価：良い／はい―Ａ  中位―Ｂ  悪い／いいえ／わからない―Ｃ 

18． 会員増強に対するクラブのプロモーションは                       

19． クラブの職業分類リストの活用は                            

20． 新会員のためのオリエンテーション会議の内容は                     

21． 新会員入会時の入会式の内容は                             

22． クラブは会員維持のための特別なプログラムを持っている                 

※はいと答えた場合、その内容は（                        ） 

23． 地区会員増強セミナーへのクラブの出席は                          

24． 総合的にクラブの会員増強と退会防止への取り組みは                    
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ロータリー財団について  1～15まで 

評価：はい―Ａ いいえ―Ｂ わからない―Ｃ 

1． クラブは財団の委員長を有し、会員に定期的に財団活動の報告を行っている          

2． 毎年、財団への寄付金の目標を設定し達成している                     

3． 各会員にポール・ハリス・フェローになることを奨励している                

4． 新しくポール･ハリス･フェローになった人のために特別のプレゼンテーション(表彰)を 

行っている                                        

5． ポール・ハリス・フェロー全員の名簿を配布している                    

 

当てはまるものに、○をしてください： 

6． ほとんどすべての(Ａ)、何人かの(Ｂ)、ほとんどない(Ｃ)、の会員は、R財団に送る寄付金が3年

後に地区に還元されることを知っている 

7． ロータリー財団の情報は毎月(Ａ)、３ヶ月に１回程度(Ｂ)、一度もなし(Ｃ)、報告されている 

8． すべての(Ａ)、多くの(Ｂ)、ほとんどない(Ｃ)、の会員はポール・ハリス・フェローのことを知っ

ており、どのようにしてその一員になるのかを知っている 

9． 私のクラブは、過去に(Ａ)、知る限りない(Ｂ)、知らない(Ｃ)、の間にGSEチーム、国際親善奨

学生、大学教員又は世界平和奨学生の支援を行った 

10． 私のクラブはマッチンググラント(同額補助金)の申請を過去に(Ａ)、知る限りない(Ｂ)、知らない

(Ｃ)、行った 

11． 私のクラブは地区補助金の申請を過去に(Ａ)、知る限りない(Ｂ)、知らない(Ｃ)、行った 

12． クラブ会員のほとんどすべての(Ａ)、何人かの(Ｂ)、ほとんどない(Ｃ)、は、ポール・ハリス・フ

ェローである  

13． クラブ会員のほとんどすべての(Ａ)、何人かの(Ｂ)、ほとんどない(Ｃ)、は、R財団のベネファク

ターである 

14． クラブ会員の多くの(Ａ)、何人かの(Ｂ)、ほとんどない(Ｃ)、は、R財団の大口寄付者である 

15． クラブの現PHFの多くの(Ａ)、何人かの(Ｂ)、ほとんどない(Ｃ)、は、引き続いてR財団に寄付を

行っている 
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奉仕プロジェクト  1～13まで 

評価：良い―Ａ  中位―Ｂ  悪い／わからない―Ｃ 

1． 職業奉仕を推進するクラブの姿勢は                           

2． クラブと地域における４つのテスト（４-Way Test）の推進は                

3． クラブと地域において、高い倫理基準、専門職の尊厳または奉仕活動の実践を進めるクラブの  

努力は                                                  

4． 毎年新しい地域奉仕活動を行うためのクラブの努力は                   

5． 毎年新しい国際奉仕活動を行うためのクラブの努力は                   

6． 地域や国際的な奉仕活動に対するクラブの活動について                  

7． 下記の中でクラブが行ってきたプロジェクトについて、過去3年に行ったものを選択して      

ください。  

 

(a) ポリオ根絶と地域の免疫に関する支援 

(b) 環境保護 

(c) 識字に関する支援 

(d) 水質保全・改善に関する支援 

(e) 飢餓問題に関する支援 

(f) 障害者・高齢者サポートに関する支援 

(g) 貧困地域に関する支援 

(h) 職業訓練に関する支援 

(i) 青少年指導育成に関する支援 

(j) ロータアクト・インターアクトの設立と支援 

(k) 一般的なプロジェクトで他の奉仕団体との共同活動 

(l) 一般的なプロジェクトで他のRCとの共同活動 

(m) 学力向上に関する支援 

(n) 交通安全や高速道路の安全に関する支援 

(o) 動物保護に関する支援 

(p) 災害援助プロジェクト 

(q) その他 
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評価：はい―Ａ いいえ―Ｂ わからない―Ｃ 

8. 財団の奉仕プログラムを支援するため、クラブは種々の募金活動を行っている         

9. 財団の奉仕プログラムへの募金は主に会員の寄付に頼っている                

10. クラブは過去に国際奉仕プロジェクトに参加している                    

11. クラブは青少年交換プログラムに参加している                       

12. クラブは青少年交換の学生を例会に招いている                       

13. クラブは過去に、RYLAに学生を派遣した                                         

 

ロータリーの広報  1～9まで 

1． クラブは地元メディアに対し、いつも(Ａ)、たまに(Ｂ)、一度もなし(Ｃ)、ロータリー活動の記事

や写真などを提供している 

2． クラブはいつも(Ａ)、たまに(Ｂ)、一度もなし(Ｃ)、ロータリー活動を広報するため公共の     

メディアを利用している 

3． 会員はいつも(Ａ)、時 (々Ｂ)、一度もなし(Ｃ)、ロータリーピン（バッジ）を着用している 

 

評価：はい―Ａ いいえ―Ｂ わからない―Ｃ 

4． クラブは例会場に“ロータリー例会場はここです”という看板を置いている               

5． クラブは過去に看板・新聞・地域パンフレットなどを利用し、広報活動を行っている 
                                                   

6． 昨年、会員は地元のラジオやテレビの取材を受けたことがある                         

7． クラブにはメディアの職業分類をもつ会員がいる                                   

8． クラブは、広報用のクラブの紹介とその活動を記載した小冊子がある                

9． 地域奉仕プロジェクトが完了した際、ロータリーロゴとクラブ名がわかるものを設置している 
                                               

 

ボーナス質問  1～11まで（評価：はい―Ａ いいえ―Ｂ、7～11は選択） 

1． 私は毎月ロータリーの友を購読している                             

2． 私はガバナー月信を受け取り、それを読んでいる                        

3． 私は過去に新会員を紹介した                                      
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4． 私はR財団のSHAERシステムを理解している                          

5． 私はポール・ハリス・フェローであり、継続して寄付している                 

6． 私は過去に奉仕活動に参加するか、または奉仕活動への寄付を行った                

7． 私はクラブ又は地区又はRIウェブサイトを、毎月(Ａ)、時に(Ｂ)、一度もない(Ｃ)、 見ている 

8． 私は例会欠席時のメークアップを毎回(Ａ)、時 (々Ｂ)、一度もなし(Ｃ)、行っている 

9． 私は地区委員を過去5年間に(Ａ)、それ以前に(Ｂ)、一度もなし(Ｃ)、務めた 

10． 地区大会・国際大会に過去5年以内(Ａ)、過去に(Ｂ)、一度もなし(Ｃ)、出席した 

11． R財団に過去2~3年(Ａ)、4年以上前(Ｂ)、一度もなし(Ｃ)、寄付を行った 

 

 

 

これはあなたのクラブの非科学的な分析で、重要なものではありません。結果はあなた又はクラブ

が欠けているものを導き出したものです。クラブ又はロータリアンの活動にマイナスの影響を与え

るべきものではありません。 

 
 

 

 

提出者氏名                           

 

所属クラブ                  ロータリークラブ 
 

【提出先】 2011 年２月8 日（火）締切 

国際ロータリー第２６４０地区 
ガバナー事務所 宛 

FAX ： ０７２－２２４－２６５０ 
E-Mail： info@rid2640yoneda-g.org  

※ご記入いただきまして、ガバナー事務所までご提出お願い致します。 
※パートⅡの資料としても使用しますので、当日お持ちください。 
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